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 工場や自動車などから捨てられる排熱の回生は持続可能な社会の構築する上で重要な課題とな

っている．近年，排熱を回生する技術として熱音響機関が注目されている．進行波音波を用いた

進行波型熱音響機関は温度比を与えた蓄熱器において本質的に等温可逆的な熱力学的サイクルに

よって熱流と仕事流のエネルギー変換を行い，仕事流の増幅を行う．また，可逆的であるという

特徴から蓄熱器に進行波音波を入力することで仕事流によって熱流が音波と逆方向に流れ，蓄熱

器の両端に温度比を形成することが可能である．本論文では仕事流の増幅を行う熱音響機関を熱

音響原動機，仕事流の入力によって温度比を形成する熱音響機関を熱音響冷凍機と定義する．熱

音響原動機と熱音響冷凍機を接合することによって可動部品を持たずに動作する熱音響冷凍シス

テムを構築することができる(1, 2)． 

 ただし熱音響原動機と熱音響冷凍機を接続する際には，接続点において両者の比音響インピー

ダンスが一致する必要がある．原則としてこの時は，熱音響原動機の温度比に対して熱音響冷凍

機の温度比は決定されてしまう．そのため，熱音響原動機や熱音響冷凍機を任意の温度比におい

て動作させるためには，両者の接合点の比音響インピーダンスを調整する必要がある．接続点の

比音響インピーダンスは音響負荷を用いることによって調整が可能である(3, 4)． 

本研究では熱音響原動機と熱音響冷凍機からなる熱音響冷凍システムに可変音響負荷としてリ

ニアモーターを付加する構成を計算モデルとし，熱音響原動機と熱音響冷凍機を任意の温度比で

動作する場合について数値計算によって検討を行う．リニアモーターは熱音響冷凍システムの比

音響インピーダンスを調整すると同時に仕事流と電力のエネルギー変換を行う．また，このとき

の熱音響原動機への投入熱量に対して，熱音響冷凍機で得られる冷熱量とリニアモーターにおけ

る発電量からリニアモーターを含めたシステム全体の効率を数値計算より求めた． 
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